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佐 賀 大 学 美 術 館

〒840―8502  佐賀市本庄町 1 番地 
T EL .0952―28―8333   FAX.0952―28―8215

公式サイト｜  ht tp://suam102.com/
Facebook｜ https://www.facebook.com/sagau.museum

交通アクセス
○● 佐賀駅バスセンター4番のりばから
　佐賀市営バスで佐大前下車 ………………………… 約15分
　【 4 】佐賀女子短大・高校線（佐大前経由）
　【11】佐賀大学・西与賀線
　【12】佐賀大学・東与賀線
　【63】佐賀女子短大・高校線（佐大前経由）
○● 佐賀駅からタクシーで  …………………………………… 約10分
○● 佐賀空港からタクシーで  ……………………………… 約20分
○● 佐賀大和I.C.から車で …………………………………… 約20分

県道54号線沿いの大学正門側に、美術館に隣接した「美術
館・カフェソネス利用者優先駐車場」がございます。【無料】 
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特設美術科から美術・工芸教室へ、約半世紀にわたる染色教室で教
鞭をとった、城秀男、小川泰彦、田中嘉生。染色教室の歴史は、三人
の個性豊かな染色家の仕事の歴史でもあります。

木材工芸から染色へと転身した異色の経歴をもつ城秀男、有明海を
モチーフに米寿を迎えて今なお創作を続ける小川泰彦、具象的な表
現の中に情感のあふれる田中嘉生、三人三様の仕事の足跡を、大学
美術館の白い空間で紹介します。

作品調査を通じて、個性的で競い合う関係にありながら、作風のどこ
かに響きあうものが感じられました。そんな作家たちの作品を厳選し
てそれぞれ5～6点程度を紹介いたします。

今回の展示にあたり、快く調査をさせて下さった作家・所蔵家の方々
並びに佐賀県立美術館のご協力に深く感謝申し上げます。

福岡県浮羽郡（現うきは市）に生まれる。浮羽工業学校家具科を卒業後、1943年
から佐賀県師範学校にて教鞭をとり、1949年に佐賀大学助教授、70年には同教
授となる。1951年、日展作家 小林清の指導を受け、本格的に染色作品の制作を
始める。翌52年の光風会展、56年の第12回日展初入選以後、日展・現代工芸展・
日本新工芸展で活躍、数多くの入賞歴、審査員歴を持つ。染色した布面に針や釘
で図案を描くエッチングに似た独自の脱色染色法を考案。主題である「樹木」の
持つ力強さや生命力を、鋭い線を用いて表現している。1977年佐賀大学名誉教
授。2010年1月、逝去。

佐賀市水ヶ江町に生まれる。1947年に佐賀師範学校本科を卒業。画家を志すが、
病床で油絵から染色へ転向し、独学で学ぶ。佐賀市内で教鞭をとるかたわら制
作を進める。1962年第5回日展に初入選、有明海をテーマとした作品が75年と79
年に日展特選となる。日本現代工芸美術展で現代工芸賞を受賞、光風会展、日本
新工芸展を中心に活躍。豊かな有明海の情景を、透明感ある色彩と詩情あふれ
るタッチで表現している。1977年から佐賀大学で後進の指導に励む。現在、日展
会員、九州新工芸家連盟顧問や佐賀県染織作家協会会長などを務める。

福岡県北九州市に生まれる。1970年に佐賀大学教育学部特設美術科へ入学、工
芸を専攻する。1972年、城秀男の指導を受け染色の道へ進む。1974年に特設美
術科を卒業後、福岡女子短期大学で助手、講師を経て同大学の助教授となる。
1999年に佐賀大学助教授として赴任、2002年には佐賀大学教授となる。日本新
工芸展、九州新工芸展、日展を中心に創作活動を行い作品を出品。現在は、日展
会友や日本新工芸家連盟理事、九州新工芸家連盟副会長を務める。

出品作家や当館学芸員によるギャラリートークを開催予定です。
参加費は無料ですので、お気軽にご参加ください。

※日時等の詳細は、佐賀大学美術館WebサイトとFacebookに掲載予定です。

◇ギャラリートークの案内

城  秀男 じょう ひでお 〈1911～2010〉

小川 泰彦 おがわ やすひこ 〈1927～〉

田中 嘉生 たなか よしお 〈1951～〉
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染色教室 三人展
Jo ― Ogawa ― Tanaka


